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『
和
泉
式
部
物
語
』
絵
入
り
板
本
考 
 
岡  
田  
貴  
憲 
  
要  
旨 
 
平
安
時
代
日
記
文
学
の
一
作
品
と
し
て
著
名
な
『
和
泉
式
部
日
記
』
は
、
か
つ
て
『
和
泉
式
部
物
語
』
の
名
で
享
受
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
一
時
期
に
は
同
題
の
絵
入
り
板
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
絵
入
り
板
本
は
、
和
文
叢
書
『
扶
桑
拾
葉
集
』
に
本
文
を
利
用
さ
れ
る
な
ど
同
作
品
の
近
世
期
受
容
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
そ
の
特
徴
や
残
存
状
況
に
は
明
ら
か
で
な
い
部
分
が
多
い
。 
 
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
絵
入
り
板
本
の
残
存
状
況
を
調
査
す
る
と
、
現
存
す
る
も
の
が
十
七
本
、
か
つ
て
存
在
し
た
痕
跡
の
あ
る
も
の
が
八
本
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
刊
記
に
よ
っ
て
寛
文
板
本
・
享
保
板
本
・
相
板
本
の
三
種
に
分
類
さ
れ
、
先
行
研
究
の
指
摘
す
る
元
文
板
本
・
無
刊
記
板
本
は
と
も
に
事
実
誤
認
だ
っ
た
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。
三
種
の
絵
入
り
板
本
の
板
木
は
同
一
で
あ
り
、
板
木
の
欠
け
具
合
に
よ
っ
て
刊
年
を
推
定
で
き
る
ほ
か
、
表
紙
・
題
簽
の
流
用
状
況
か
ら
、
初
刊
の
寛
文
板
本
で
は
三
冊
本
だ
っ
た
も
の
が
、
享
保
板
本
の
中
途
か
ら
一
冊
本
に
改
め
ら
れ
、
そ
の
形
態
が
相
板
本
で
も
踏
襲
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
絵
入
り
板
本
の
挿
絵
は
全
十
五
面
だ
が
、
う
ち
両
面
挿
絵
の
三
丁
六
面
は
板
行
過
程
の
中
途
で
増
補
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
う
ち
一
丁
の
み
、
丁
付
の
重
複
に
よ
り
諸
本
で
挿
入
位
置
の
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。
本
文
系
統
は
応
永
本
系
統
の
享
禄
奥
書
本
に
属
し
、
脱
文
や
誤
字
の
多
さ
か
ら
良
質
の
本
文
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
同
群
の
他
本
に
対
し
て
正
文
を
示
す
箇
所
や
、
祖
本
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
異
文
注
記
を
唯
一
留
め
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
享
禄
奥
書
本
の
復
元
に
不
可
欠
の
資
料
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。 
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平
安
時
代
日
記
文
学
の
一
作
品
と
し
て
今
日
知
ら
れ
る
『
和
泉
式
部
日
記
』
に
は
、
江
戸
時
代
の
一
時
期
に
『
和
泉
式
部
物
語
』
の
題
で
刊
行
さ
れ
た
絵
入
り
の
整
版
本
が
備
わ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
そ
の
本
文
を
対
校
形
式
で
全
文
翻
刻
し
、
 
（
1
）
ま
た
そ
の
初
刊
か
ら
近
い
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
和
文
叢
書
『
扶
桑
拾
葉
集
』
へ
の
本
文
継
承
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
い
る
が
 
（
2
）
、
板
本
自
体
の
特
徴
や
残
存
状
況
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が
行
き
届
か
ず
、
な
お
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
た
。
本
稿
は
そ
う
し
た
諸
課
題
を
取
り
上
げ
、
追
考
に
向
け
た
全
面
的
な
整
理
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 
 
一  
刊
年
と
板
元 
  
『
和
泉
式
部
物
語
』
絵
入
り
板
本
の
諸
伝
本
を
調
査
す
る
と
、
本
文
・
挿
絵
の
板
面
は
同
一
な
が
ら
、
刊
記
に
よ
っ
て
以
下
の
三
種
に
分
か
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。 
 
①
寛
文
板
本  
…
『
和
泉
式
部
物
語
』
絵
入
り
板
本
の
初
刊
は
、
寛
文
十
年
（1670
）
で
あ
る
（
以
下
、
寛
文
板
本
と
称
す
）。
刊
記
（【
図
版
1
】）
に
み
え
る
板
元
名
は
、
吉
田
幸
一
『
和
泉
式
部
研
究 
一
』
（
3
）
に
「
八
尾
清
兵
衛
」
と
判
読
さ
れ
る
（
森
田
兼
吉
『
和
泉
式
部
日
記
論
攷
』
 
（
4
）
は
「「
兵
」
字
、「
三
」
の
よ
う
に
読
め
る
」
と
す
る
も
、
右
の
判
読
に
従
う
）。
八
尾
清
兵
衛
は
京
都
堀
川
通
松
原
上
ル
に
在
っ
て
主
に
延
宝
か
ら
寛
政
に
か
け
て
活
動
し
た
書
肆
で
あ
り
、
 
（
5
）
『
般
若
心
経
註
解
並
金
剛
経
註
解
』（
寛
文
七
年
、
延
宝
三
年
）、『
慕
帰
絵
詞
』
（
延
宝
元
年
）、『
韻
鏡
』（
延
宝
七
年
）、『
正
源
明
義
抄
』（
元
禄
五
年
）、『
物
覚
秘
伝
』（
明
和
八
年
）
な
ど
の
刊
行
物
が
知
ら
れ
る
。
市
古
夏
生
『
元
禄
・
正
徳 
板
元
別
出
版
書
総
覧
』
 
（
6
）
に
よ
れ
ば
、
寛
文
板
本
は
元
禄
九
年
（1696
）
〜
宝
永
六
年
（1709
）
に
は
三
匁
、
正
徳
五
年
（1715
）
に
は
五
匁
で
販
売
さ
れ
た
記
録
が
『
増
益
書
籍
目
録
』
に
残
り
、
八
尾
に
よ
る
板
行
は
元
禄
以
降
も
続
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
先
行
研
究
の
一
部
に
 
（
7
）
「
寛
文
十
三
年
版
本
」
と
い
う
記
述
が
み
え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
刊
年
の
板
本
は
確
認
で
き
ず
、
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い
ず
れ
も
寛
文
十
年
の
誤
認
と
思
し
い
。 
 
②
享
保
板
本  
…
享
保
二
十
一
年
（1736
）
に
至
っ
て
、
八
尾
の
板
木
を
求
め
た
別
の
書
肆
に
よ
る
後
刷
本
が
出
さ
れ
た
（
以
下
、
享
保
板
本
と
称
す
）。
刊
記
（【
図
版
2
】）
に
み
え
る
板
元
名
「
田
原
屋
平
兵
衛
」
は
、「
抱
玉
軒
」
と
号
し
、
初
め
は
大
阪
の
道
具
屋
町
筋
順
慶
町
一
丁
目
、
後
に
は
心
斎
橋
筋
塩
町
、
車
町
に
移
り
な
が
ら
、
主
に
元
禄
か
ら
安
永
に
か
け
て
活
動
し
た
書
肆
と
知
ら
れ
る
。
膨
大
な
刊
行
物
の
一
部
と
し
て
、『
文
章
一
貫
』（
寛
永
二
十
一
年
）、『
般
若
心
経
秘
要
訣
』（
延
宝
五
年
）、『
梁
塵
愚
案
抄
』（
元
禄
二
年
）、『
校
正
韻
鏡
』（
寛
保
二
年
）、『
四
国
遍
路
霊
場
記
』（
宝
暦
二
年
）、『
幽
遠
随
筆
』（
安
永
三
年
、
絶
版
）
な
ど
が
知
ら
れ
、
八
尾
よ
り
は
文
事
に
通
じ
た
板
元
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 
 
こ
の
田
原
屋
に
よ
る
再
版
の
刊
記
に
つ
い
て
、
吉
田
『
和
泉
式
部
研
究 
一
』
は
「
享
禄
の
奥
書
の
あ
と
に
書
体
が
変
つ
て
」
と
し
、
ま
た
星
瑞
穂
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
①
」
 
（
8
）
は
「
刊
記
だ
け
が
削
ら
れ
、
新
し
い
も
の
に
直
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
が
、
図
版
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
奥
書
に
つ
い
て
も
署
名
「
右
少
将
藤
言
継
草
名
」
の
位
置
に
変
更
が
あ
る
。
板
面
を
精
査
す
る
と
、
署
名
の
字
体
に
若
干
の
差
異
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
上
部
の
日
付
も
「
朔
日
」
の
み
新
た
に
彫
り
直
さ
れ
て
い
る
（【
図
版
3
】）。
刊
記
を
改
め
る
に
際
し
て
余
白
が
大
き
く
な
る
よ
う
、「
朔
日
」
か
ら
「
草
名
」
ま
で
が
一
度
削
除
さ
れ
、
位
置
を
変
え
て
埋
木
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
 
③
相
板
本  
…
そ
の
後
、
田
原
屋
は
寛
文
板
本
・
享
保
板
本
と
同
一
の
版
木
を
用
い
、
刊
記
は
「
享
保
」
の
ま
ま
相
合
板
に
よ
る
板
行
を
開
始
し
た
（
以
下
、
相
板
本
と
称
す
）。
相
板
本
の
刊
記
（【
図
版
4
】）
に
は
、
田
原
屋
の
右
余
白
に
「
丹
波
屋
理
兵
衛
」
の
板
元
名
が
新
た
に
埋
木
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
南
久
宝
寺
町
心
斎
橋
に
在
っ
た
書
肆
の
丹
波
屋
は
、『
筆
海
重
宝
記
』（
元
文
一
年
）、『
出
定
後
語
』
（
延
享
二
年
）、『
狂
歌
不
断
笑
』（
寛
延
三
年
）、『
誹
諧
正
辞
通
』（
宝
暦
十
一
年
）、『
俳
諧
橘
中
山
』（
明
和
元
年
）
な
ど
元
文
か
ら
明
和
の
刊
行
物
で
知
ら
れ
、
ま
た
田
原
屋
と
の
相
合
板
に
よ
る
刊
行
物
に
は
他
に
『
絵
本
珍
口
記
』（
元
文
三
年
、
柏
原
屋
与
市
・
河
内
屋
茂
兵
衛
・
灘
屋
庄
兵
衛
・
柏
屋
平
七
と
の
相
合
板
）
が
あ
る
。
相
板
本
の
刊
年
も
享
保
板
本
か
ら
遠
く
な
い
元
文
の
頃
か
と
思
わ
れ
る
が
、
本
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稿
で
は
刊
年
不
明
と
し
て
お
く
。 
 
以
上
の
三
種
が
今
日
確
認
で
き
る
『
和
泉
式
部
物
語
』
の
絵
入
り
板
本
だ
が
、
先
行
研
究
に
は
他
に
「
元
文
板
本
」
や
「
無
刊
記
板
本
」
と
の
記
述
が
あ
り
問
題
と
な
る
。
そ
の
詳
細
は
後
述
す
る
。 
   
 
【図版
1】寛文板本奥書・ 記
（同志社大学図書館本）
 
【図版
2】享保板本奥書・刊記
（国立公文書館本）
 
      【図版
3】奥書比較
（右＝寛文、左＝享保）
 
【図版
4】相板本奥書・刊記
（今西祐一郎氏本）
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二  
伝
本
の
残
存
状
況
と
特
徴 
  
現
在
残
存
を
確
認
で
き
る
『
和
泉
式
部
物
語
』
絵
入
り
板
本
の
伝
本
は
決
し
て
多
く
な
く
、
ま
た
今
で
は
行
方
の
知
れ
な
い
伝
本
も
少
な
く
な
い
。
本
稿
で
は
、
現
段
階
で
分
か
る
限
り
の
残
存
状
況
、
お
よ
び
過
去
に
残
存
し
た
痕
跡
を
収
集
し
、
そ
の
全
貌
を
概
観
す
る
（
以
下
、
現
所
蔵
先
の
東
西
順
、
国
内
外
順
で
掲
出
）。 
 
①
寛
文
板
本 
〔
１
〕
東
京
大
学
総
合
図
書
館
本
（E26-620)
 
…
【
冊
数
】
三
冊
（
た
だ
し
現
所
蔵
先
に
よ
り
合
冊
製
本
済
）  
【
表
紙
】
藍
鼠
色
無
地
（
改
表
紙
）、
合
冊
に
伴
う
後
補
表
紙
つ
き  
【
寸
法
】25.6×
18.6cm
 
【
外
題
】
①
「
和
泉
式
部
物
語  
上
巻
（
②
中
巻
、
③
下
巻
）
／
稱
意
館
藏
本
」（
い
ず
れ
も
書
題
簽
中
央
）  
【
丁
数
】
①
二
四
丁
、
②
二
七
丁
、
③
二
一
丁
（
い
ず
れ
も
遊
紙
な
し
）  
【
旧
蔵
印
】「
南
葵
文
庫
」（
各
冊
一
オ
右
上
）、「
陽
春
廬
記
」（
①
一
オ
右
下
、
②
③
「
南
葵
文
庫
」
印
の
右
側
）  
【
来
歴
】
吉
田
意
庵
（
伝
記
未
詳
）…
→
小
中
村
清
矩
（1822-1895
、
号
陽
春
廬
）→
南
葵
文
庫→
一
九
二
四
年
に
現
所
蔵
先
へ
寄
贈 
 
 
 
 
―
―
以
下
諸
本
共
通
。
丁
付
・
挿
絵
に
つ
い
て
は
後
述―
―
 
 
 
【
装
訂
】
袋
綴  
【
内
題
】
巻
頭
に
「
和
泉
式
部
物
語
」  
【
本
文
行
数
】
一
面
十
行
、
和
歌
改
行
二
字
下
げ
・
上
下
句
別
行 
〔
２
〕
東
洋
文
庫
岩
崎
文
庫
本
（VII-2-D-a-1015
）  
…
【
冊
数
】
三
冊  
【
表
紙
】
紺
色
無
地
（
原
表
紙
、
綴
糸
改
装
）  
【
寸
法
】
27.3×
18.5cm
 
【
外
題
】
①
「
い
つ
ミ
式
部
物
語 
上
」（
刷
題
簽
左
肩
）、
②
「
和
泉
式
部
物
語
□
」（
書
題
簽
左
肩
、
後
補
だ
が
破
損
大
、
題
簽
剥
離
痕
あ
り
）、
③
な
し
（
題
簽
剥
離
痕
あ
り
）  
【
丁
数
】
①
二
四
丁
、
②
二
七
丁
、
③
二
一
丁
（
い
ず
れ
も
遊
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紙
な
し
）  
【
旧
蔵
印
】「
啓
」（
①
③
後
見
返
し
左
上
）  
【
来
歴
】
岡
田
啓
（1780-1860
、
別
名
康
礼
、
号
文
園
）…
→
岩
崎
文
庫→
現
所
蔵
先
が
一
九
四
三
年
受
入  
【
備
考
】
①
③
は
剥
離
し
た
前
見
返
し
の
表
中
央
に
①
「
和
泉
式
部
も
の
語
上
」、
③
「
和
泉
式
部
も
の
語
」
と
記
す
。
②
の
前
見
返
し
に
も
同
様
の
記
載
が
あ
る
よ
う
だ
が
再
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
／
③
の
後
見
返
し
に
「
天
保
壬
辰
の
と
し
中
秋
の
日  
文
園
岡
田
康
禮
」
と
署
名
す
る
識
語
あ
り
。 
〔
３
〕
法
政
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
本
（W/115
）  
…
【
冊
数
】
一
冊  
【
表
紙
】
青
緑
色
巻
雲
地
（
改
表
紙
）  
【
寸
法
】26.7×
17.9cm
 
【
外
題
】「
い
つ
ミ
式
部
物
語
」（
書
題
簽
左
肩
）  
【
丁
数
】
七
二
丁(
遊
紙
な
し)
 
【
旧
蔵
印
】「
岩
井
蔵
書
」（
一
オ
右
上
、
後
見
返
し
中
央
）、「
平
出
氏
書
室
記
」（
七
二
ウ
左
下
）  
【
来
歴
】
平
出
鏗
二
郎
（1869-1911
）…
→
現
所
蔵
先
が
二
〇
一
二
年
購
入  
【
備
考
】
改
装
に
よ
り
ノ
ド
に
隠
れ
た
刊
記
を
後
見
返
し
右
端
に
転
記
。
／
若
山
善
三
郎
『
平
出
氏
蔵
書
目
録
』
 
（
9
）
に
「
和
泉
式
部
物
語  
寛
文
十
年
刻  
一
」
と
あ
り
、
平
出
の
所
蔵
時
に
は
す
で
に
改
装
さ
れ
て
い
た
か
。 
〔
４
〕
同
志
社
大
学
図
書
館
原
田
文
庫
本
（915.34/1758
）  
…
【
冊
数
】
三
冊  
【
表
紙
】
紺
色
無
地
（
原
表
紙
、
綴
糸
改
装
）  
【
寸
法
】27.0×
19.4cm
 
【
外
題
】
①
「
和
泉
□
□
物
語 
上
」、
②
「
い
つ
ミ
式
阝
物
語 
中
」、
③
「
い
つ
ミ
式
部
物
語 
下
」（
い
ず
れ
も
刷
題
簽
左
肩
）  
【
丁
数
】
①
二
四
丁
、
②
二
七
丁
、
③
二
一
丁
（
い
ず
れ
も
遊
紙
な
し
）  
【
旧
蔵
印
】「
原
田
文
庫
」（
各
冊
前
見
返
し
左
下
）  
【
来
歴
】
原
田
助
（1863-1940
、
同
志
社
七
代
目
社
長
）→
現
所
蔵
先
へ
一
九
三
四
年
寄
贈 
〔
５
〕
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
本
（223.3-112
）  
…
【
冊
数
】
三
冊  
【
表
紙
】
砥
の
粉
色
無
地
（
原
表
紙
）、
た
だ
し
②
の
み
後
補
表
紙
つ
き  
【
寸
法
】26.3×
18.8cm
 
【
外
題
】
①
な
し
（
表
紙
表
面
ご
と
剥
離
）、
②
「
い
つ
ミ
式
阝
物
語 
中
」、
③
「
い
つ
ミ
式
部
物
語 
下
」（
②
③
は
刷
題
簽
左
肩
）  
【
丁
数
】
①
二
四
丁
、
②
二
七
丁
、
③
二
一
丁
（
い
ず
れ
も
遊
紙
な
し
）  
【
旧
蔵
印
】
な
し  
【
来
歴
】
大
脇
道
助
（?-?
、
尾
張
石
河
藩
家
臣
）
？…
→
現
所
蔵
先
が
一
九
〇
三
年
受
入  
【
備
考
】
①
の
前
見
返
し
に
「
群
書
一
覧
に
云
く
式
部
み
つ
か
ら
書
る
日
記
に
て…
…
此
書
扶
桑
拾
葉
集
に
も
収
め
ら
れ
た
り
」
と
の
注
記
あ
り
。
／
②
に
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錯
簡
あ
り
（
二
三
丁
と
二
五
丁
が
逆
）、
二
三
丁
の
手
前
に
「
静
観
堂
ノ
モ
タ
ル
」
本
と
比
較
し
錯
簡
を
指
摘
す
る
「
天
保
九
年
閏
四
月  
尾
張
人  
大
脇
道
助
清
風
」
の
貼
紙
あ
り
。 
〔
６
〕
今
治
市
河
野
美
術
館
本
（321-516
）  
…
【
冊
数
】
三
冊  
【
表
紙
】
黒
色
地
（
褪
色
）
に
卍
繋
ぎ
型
押
し  
【
寸
法
】27.0
×
18.5cm
 
【
外
題
】
①
「
□
泉
式
部
物
語 
上
」、
②
「
□
つ
ミ
式
部
物
語 
中
」、
③
「
□
つ
ミ
式
部
物
語 
下
」（
い
ず
れ
も
刷
題
簽
左
肩
）  
【
丁
数
】
①
二
四
丁
、
②
二
七
丁
、
③
二
一
丁
（
い
ず
れ
も
遊
紙
な
し
）  
【
旧
蔵
印
】「
南
泉
岸
和
田
後
曼
荼
羅
院
陳
阿
蔵
書
記
」（
各
冊
一
オ
右
上
）、「
■
■
」（
各
冊
題
簽
下
部
、
印
文
不
明
）  
【
来
歴
】
陳
阿
（1778-1853
、
岸
和
田
光
明
寺
十
五
世
）…
→
河
野
信
一
（1889-1972
、
実
業
家
）→
現
所
蔵
先
へ
一
九
六
八
年
寄
贈  
【
備
考
】
①
の
前
見
返
し
と
一
オ
の
間
に
挿
紙
あ
り
、「
拾
芥
抄
云
越
前
守  
雅
致
女…
…
或
本
云
権
中
納
言
懐
平
女
云
々
」
と
記
す
。
／
①
の
後
見
返
し
に
和
泉
式
部
の
勘
物
を
記
す
。
／
①
の
表
紙
右
下
に
「
中
川
家
蔵
」
と
朱
書
す
る
。
／
①
③
の
裏
表
紙
に
「
光
覺
寺
什
物
／
釋
智
蔵
／
年
十
二
戈
」
と
記
す
。
／
国
文
研
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
あ
り
（73-236-2
）。 
〔
７
〕
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
東
ア
ジ
ア
図
書
館
本
（5943.55/8737
）  
※
原
本
未
見  
…
【
冊
数
】
一
冊  
【
表
紙
】
不
明  
【
寸
法
】27.0×
??.?cm
 
【
外
題
】
不
明  
【
丁
数
】
七
二
丁  
【
旧
蔵
印
】「
本
居
文
庫
」（
一
オ
内
題
下
半
分
に
重
捺
）、
「
本
居
蔵
書
」（「
本
居
文
庫
」
の
下
）、「
藤
垣
内
印
」（「
本
居
蔵
書
」
の
下
）  
【
来
歴
】
本
居
大
平
（1756-1833
）→
三
井
文
庫→
現
所
蔵
先
が
一
九
五
〇
年
受
入  
【
備
考
】
冊
数
・
寸
法
は
岡
雅
彦
ほ
か
編
『
加
州
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
所
蔵
江
戸
板
本
書
目
』
に
 
（
10
）
よ
り
、
そ
の
他
は
現
所
蔵
先
の
マ
ル
ラ
俊
江
氏
の
教
示
に
よ
る
。
／
国
文
研
の
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
は
丁
数
を
六
九
丁
と
す
る
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
丁
付
に
よ
る
も
の
で
実
数
で
は
な
い
。
／
伊
井
春
樹
「
バ
ー
ク
レ
ー
校
旧
三
井
文
庫
本
調
査
始
末
記
」
に
 
（
11
）
よ
れ
ば
、
旧
三
井
文
庫
の
う
ち
「
本
居
文
庫
は
直
前
に
リ
ス
ト
か
ら
削
除
さ
れ
て
日
本
に
と
ど
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
た
だ
バ
ー
ク
レ
ー
校
に
は
「
本
居
文
庫
」
の
紙
標
を
持
つ
本
が
か
な
り
入
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
『和泉式部物語』絵入り板本考（岡田） 
 － 49 －
不
明
」。 
  
現
在
確
認
で
き
る
寛
文
板
本
は
以
上
の
七
本
、
そ
の
う
ち
『
国
書
総
目
録
』
に
は
〔
５
〕
の
み
が
載
る
（
た
だ
し
後
述
の
よ
う
に
〔
１
〕
は
享
保
板
本
と
し
て
載
る
）。
寛
文
板
本
の
多
く
は
三
冊
本
と
し
て
残
存
し
、
ま
た
そ
の
中
冊
末
尾
の
丁
付
に
「
四
十
九
中
終
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
刊
行
形
態
は
三
冊
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
な
お
上
冊
末
尾
の
丁
付
は
単
に
「
二
十
三
」
と
あ
る
）。
板
行
時
の
姿
を
最
も
よ
く
留
め
る
の
は
〔
４
〕
と
み
ら
れ
る
が
、〔
５
〕〔
６
〕
も
ま
た
原
表
紙
と
み
ら
れ
、
表
紙
色
の
差
異
は
印
年
の
違
い
を
示
す
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
散
逸
・
所
在
不
明
の
伝
本
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。 
 
〔
Ａ
〕
漆
山
又
四
郎
氏
本  
…
漆
山
又
四
郎
（1873-1948
、
号
天
童
）
の
蔵
書
目
録
『
和
書
分
類
目
録
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
、ｲ
04-03159-A085
）
に
「
和
泉
式
部
物
語  
寛
文
十
年
刊  
三
冊  
一
帙
」
と
載
る
（
な
お
同
目
録
は
一
九
一
一
年
以
降
の
作
成
）。
漆
山
旧
蔵
書
の
一
部
を
所
蔵
す
る
早
稲
田
大
学
に
当
該
本
は
所
蔵
せ
ず
。 
〔
Ｂ
〕
彰
考
館
本  
…
『
国
書
総
目
録
』
に
「
旧
彰
考
」
と
記
載
。
三
冊
本
。『
彰
考
館
圖
書
目
録
（
増
補
影
印
）』（
八
潮
書
店
、
一
九
七
七
年
）
に
は
不
記
載
だ
が
、
松
本
智
子
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
松
屋
蔵
書
目
録
』
翻
刻
」
に
 
（
12
）
「
和
泉
式
部
物
語  
三
」
と
記
載
が
あ
る
。
松
屋
蔵
書
は
小
山
田
与
清
（1783-1847
）
が
弘
化
三
年
（1846
）
に
徳
川
斉
昭
に
献
納
し
た
蔵
書
で
あ
り
、
同
論
文
に
「
二
万
巻
の
蔵
書
は
斉
昭
に
献
納
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
長
く
彰
考
館
に
蔵
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
与
清
が
献
納
し
た
本
は
、
現
在
、
『
彰
考
館
図
書
目
録 
附
・
焼
失
目
録
』
の
中
の
「
小
山
田
本
」
と
い
う
注
記
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
総
数
は
約
二
八
〇
点
。
更
に
そ
の
う
ち
、
現
存
を
確
認
で
き
る
も
の
は
約
八
〇
点
で
あ
り
、
献
納
さ
れ
た
点
数
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
」
と
記
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彰
考
館
本
は
も
と
小
山
田
与
清
の
蔵
書
で
あ
り
、
徳
川
斉
昭
へ
の
献
納
後
、
彰
考
館
に
所
蔵
さ
れ
、
戦
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災
焼
失
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 
〔
Ｃ
〕
久
原
文
庫
本  
…
明
治
大
学
図
書
館
蔵
「
久
原
文
庫
蔵
書
目
録
〈
大
正
七
年
末
／
現
在
〉」（029/1126/J
）
の
    
（
13
）
上
冊
一
五
オ
に
「
和
泉
式
部
物
語  
寛
文
一
〇  
刊  
三
」
と
記
載
。
そ
の
後
、
宮
田
和
一
郎
『
更
科
泉
式
部
紫
式
部
日
記
講
義
』
に
 
（
14
）
「
久
原
文
庫
に
は
上
中
下
三
册
の
刊
本
と
、
寫
本
一
册
の
奈
良
繪
本
が
あ
り
」
と
記
す
が
（
奈
良
絵
本
は
右
目
録
で
寛
文
板
本
の
直
前
に
記
載
）、
小
室
由
三
・
田
中
栄
三
郎
『
和
泉
式
部
日
記
詳
解
』
に
 
（
15
）
は
奈
良
絵
本
の
み
が
紹
介
さ
れ
る
。
反
町
茂
雄
『
日
本
の
古
典
籍 
そ
の
面
白
さ
そ
の
尊
さ
』
に
 
（
16
）
は
「
久
原
文
庫
の
蔵
書
は…
…
昭
和
二
十
二
年
こ
ろ
に
、
ゆ
え
あ
っ
て
大
東
急
電
鉄
に
譲
渡
さ
れ
た…
…
大
東
急
文
庫
は
、
そ
の
後
若
干
の
古
書
等
を
購
入
追
加
し
た
が
、
そ
れ
は
さ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
現
在
の
は
、
質
的
に
は
ほ
ぼ
旧
来
の
久
原
文
庫
の
ま
ま
と
見
て
も
、
大
き
な
誤
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
記
す
が
、『
大
東
急
記
念
文
庫
書
目
』
に
 
（
17
）
は
寛
文
板
本
の
記
載
は
な
く
、
一
九
四
七
年
の
大
東
急
へ
の
譲
渡
よ
り
も
前
に
移
出
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。 
〔
Ｄ
〕
吉
田
幸
一
氏
本  
…
吉
田
幸
一
『
和
泉
式
部
全
集 
本
文
篇
』
中
 
（
18
）
の
「
和
泉
式
部
日
記 
校
本
第
二
」
に
、「
寛
文
十
年
板
」
が
「
吉
田
幸
一
蔵
」
と
し
て
載
る
。
吉
田
『
和
泉
式
部
研
究 
一
』
に
載
る
寛
文
板
本
の
書
誌
が
こ
れ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
と
な
る
。 
 
 
【
冊
数
】
三
冊  
【
表
紙
】
紺
色  
【
寸
法
】27.0×
19.0cm
 
【
外
題
】
①
「
和
泉
式
部
物
語
上
（
②
中
、
③
下
）」  
【
丁
数
】
①
二
四
丁
、
②
二
七
丁
、
③
二
一
丁 
 
②
享
保
板
本 
〔
Ⅰ
〕
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
本
（4-11363-1
）  
…
【
冊
数
】
一
冊  
【
表
紙
】
紺
色
無
地
（
原
表
紙
、
上
中
下
い
ず
れ
か
の
表
紙
を
流
用
か
、
綴
糸
改
装
）  
【
寸
法
】26.2×
17.2cm
 
【
外
題
】「
和
泉
式
部
物
語 
完
」（「
完
」
は
摺
消
痕
の
上
に
書
く
）  
『和泉式部物語』絵入り板本考（岡田） 
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【
丁
数
】
七
二
丁
（
遊
紙
な
し
）  
【
旧
蔵
印
】「
荒
井
泰
治
氏
ノ
寄
附
金
ヲ
以
テ
購
入
セ
ル
文
學
博
士
狩
野
亨
吉
氏
舊
藏
書
」（
前
見
返
し
左
下
）、「
狩
野
氏
圖
書
記
」（
一
オ
内
題
下
）、「
百
井
文
庫
」（
一
オ
右
下
、
七
二
ウ
刊
記
右
）  
【
来
歴
】
百
井
為
衡
（
伝
記
未
詳
）…
→
狩
野
亨
吉
（1865-1942
）→
現
所
蔵
先
が
一
九
一
二
年
以
降
受
入  
【
備
考
】
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
あ
り
（『
東
北
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
狩
野
文
庫
マ
イ
ク
ロ
版
集
成 
第
四
門 
語
学
・
文
学
』
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
、
一
九
九
二
年
）、
12
「
物
語
」
に
収
録
。 
〔
Ⅱ
〕
国
立
国
会
図
書
館
岡
田
本
（
わ915.3-2
）  
…
【
冊
数
】
三
冊  
【
表
紙
】
藍
色
無
地
（
原
表
紙
）  
【
寸
法
】26.7×
18.5cm
 
【
外
題
】
な
し
（
①
〜
③
い
ず
れ
も
題
簽
剥
離
痕
あ
り
、
そ
の
下
部
に
朱
で
①
「
共
三
冊
／
上
」、
②
「
中
」、
③
「
下
」
と
記
す
）  
【
丁
数
】
①
二
四
丁
、
②
二
七
丁
、
③
二
一
丁
（
い
ず
れ
も
遊
紙
な
し
）  
【
旧
蔵
印
】「
陸
軍
豫
科
士
官
学
校
図
書
之
印
」（
①
一
オ
右
上
、
②
③
一
オ
上
中
央
）、「
岡
田
希
雄
蔵
書
」（
①
一
オ
内
題
下
、
②
③
一
オ
右
上
）  
【
来
歴
】
岡
田
希
雄
（1898-1943
）
→
陸
軍
予
科
士
官
学
校→
現
所
蔵
先
が
一
九
四
九
年
受
入  
【
備
考
】
①
の
後
見
返
し
に
大
阪
本
（
享
禄
奥
書
本
、
後
述
）
の
蔵
書
印
を
転
写
。
／
①
の
前
半
を
中
心
に
、「
古
」「
夫
」「
羊
」「
文
」
記
号
の
対
校
あ
り
。
／
③
の
刊
記
右
側
に
朱
「
コ
ノ
本
屋
名
ガ
丹
波
屋
ト
ア
ル
モ
ノ
モ
ア
リ
／
本
屋
以
外
ハ
全
ク
同
ジ
也
」
と
記
す
。 
〔
Ⅲ
〕
国
立
国
会
図
書
館
榊
原
本
（197-168
）  
…
【
冊
数
】
一
冊  
【
表
紙
】
砥
の
粉
色
地
に
斜
刷
毛
目
（
改
表
紙
）、
後
補
表
紙
つ
き  
【
寸
法
】25.4×
18.5cm
 
【
外
題
】「
和
泉
式
部
物
語 
全
」（
書
題
簽
左
肩
）  
【
丁
数
】
六
九
丁
（
両
面
挿
絵
の
三
丁
を
欠
く
、
遊
紙
な
し
）  
【
旧
蔵
印
】「
故
榊
原
芳
埜
納
本
」（
一
オ
内
題
左
）、「
榊
原
家
蔵
」（
一
オ
右
下
）、「
東
京
図
書
館
蔵
」（
一
オ
右
上
）  
【
来
歴
】
榊
原
芳
野
（1832-1881
）→
現
所
蔵
先
の
前
身
で
あ
る
東
京
図
書
館
へ
一
八
八
三
年
寄
贈  
【
備
考
】
錯
簡
あ
り
（
六
二
丁
と
六
三
丁
が
逆
）。
／
前
後
見
返
し
に
「
板
行
目
録  
京
新
町
下
長
者
町
上
ル
所  
谷
口
七
左
衛
門
」
を
分
割
し
て
貼
付
、
そ
の
中
に
「
和
泉
式
部
物
語 
全
二
冊
」
と
み
え
る
。『
元
禄
・
正
徳 
板
元
別
出
版
書
総
覧
』
に
よ
れ
ば
谷
口
七
左
衛
門
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は
「
梅
華
堂
」
と
号
し
た
京
都
新
町
通
上
長
者
町
下
ル
町
の
書
肆
で
、『
新
語
園
』（
天
和
二
年
）、『
徒
然
草
諸
抄
大
成
』（
貞
享
五
年
）、『
能
之
図
式
』（
元
禄
十
年
）、『
新
撰
朗
詠
』（
安
永
六
年
）
な
ど
の
刊
行
物
が
知
ら
れ
て
い
る
。
現
所
蔵
先
は
右
の
板
行
目
録
に
従
い
谷
口
を
発
行
者
と
す
る
が
、
当
該
本
自
体
に
田
原
屋
の
刊
記
が
あ
る
た
め
当
た
ら
な
い
。
丹
波
屋
と
の
相
板
本
が
後
に
出
た
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
谷
口
は
あ
く
ま
で
販
売
を
担
当
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
当
該
本
の
調
査
に
基
づ
く
廣
郡
亮
太
郎
「
和
泉
式
部
日
記
の
原
典
探
究
」
は
 
（
19
）
、
現
存
本
の
冊
数
と
合
わ
な
い
記
載
に
対
し
「
二
冊
本
も
刊
行
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
疑
義
を
呈
す
る
が
、
こ
こ
は
板
行
目
録
の
誤
記
と
み
て
お
く
。 
〔
Ⅳ
〕
国
立
公
文
書
館
本
（203-135/
和
17716
）  
…
【
冊
数
】
一
冊  
【
表
紙
】
金
茶
色
地
に
布
目
型
押
（
改
表
紙
）  
【
寸
法
】
26.0×
18.0cm
 
【
外
題
】「
和
泉
式
部
物
語
」（
直
書
左
肩
）  
【
丁
数
】
七
二
丁
（
遊
紙
な
し
）  
【
旧
蔵
印
】「
和
学
講
談
所
」
（
一
オ
右
下
）、「
書
籍
館
印
」（
一
オ
右
上
）、「
浅
草
文
庫
」（
一
オ
内
題
株
に
重
捺
）、「
内
閣
文
庫
」（
一
オ
中
央
上
部
、
二
八
オ
上
中
央
右
寄
り
、
七
二
ウ
奥
書
下
部
に
重
捺
）、「
日
本
政
府
圖
書
」（
一
オ
上
中
央
）  
【
来
歴
】
和
学
講
談
所→
書
籍
館→
浅
草
文
庫→
内
閣
文
庫→
現
所
蔵
先
に
統
合  
【
備
考
】
錯
簡
あ
り
（
二
丁
と
三
丁
が
逆
、
一
五
丁
と
二
〇
丁
が
逆
）。
／
現
所
蔵
先
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
全
冊
カ
ラ
ー
画
像
公
開
。 
〔
Ⅴ
〕
実
践
女
子
大
学
図
書
館
黒
川
文
庫
本
（017.2/JIS
）  
…
【
冊
数
】
三
冊  
【
表
紙
】
紺
色
地
に
菊
唐
草
文
様
型
押
（
改
表
紙
か
）  
【
寸
法
】25.9×
18.3cm
 
【
外
題
】
①
「
和
泉
式
部
物
語 
上
」、
②
「
和
泉
式
部
物
語 
中
」、
③
「
い
つ
ミ
し
き
ふ
物
か
た
り 
下
」
（
い
ず
れ
も
書
題
簽
左
肩
）  
【
丁
数
】
①
二
六
丁
、
②
二
九
丁
、
③
二
三
丁
（
い
ず
れ
も
遊
紙
前
一
丁
後
一
丁
）  
【
旧
蔵
印
】
「
黒
川
真
道
蔵
書
」（
各
冊
墨
付
一
オ
右
下
、
③
墨
付
二
一
ウ
刊
記
右
）  
【
来
歴
】
黒
川
真
道
（1866-1925
）→
筒
井
久
太
郎
（?-?
、
実
業
家
）
を
経
て
現
所
蔵
先
が
一
九
五
〇
年
頃
購
入  
【
備
考
】『
実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵 
黒
川
文
庫
目
録
【
新
版
】』
は
  
（
20
）
153
番
（
旧
番
号
一
四
七
）
に
収
録
す
る
が
、「
刊
記
」
欄
に
奥
書
の
み
を
載
せ
、
享
保
刊
記
は
示
さ
な
い
。 
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〔
Ⅵ
〕
静
嘉
堂
文
庫
本
（515.2/21411
）  
…
【
冊
数
】
三
冊  
【
表
紙
】
紺
色
布
目
地
に
窠
文
花
菱
文
繋
ぎ
艶
出
し  
【
寸
法
】26.6
×
18.9cm
 
【
外
題
】
①
「
和
泉
式
部
物
語  
上
」（
書
題
簽
左
肩
）  
②
「
□
泉
式
部
物
語  
中
」（
刷
題
簽
左
肩
、
上
部
・
左
部
破
損
）、
③
「
和
泉
式
部
物
語  
下
」（
刷
題
簽
左
肩
）  
【
丁
数
】
①
二
四
丁
、
②
二
七
丁
、
③
二
一
丁
（
い
ず
れ
も
遊
紙
な
し
）  
【
旧
蔵
印
】「
梔
園
蔵
書
」（
各
冊
一
オ
右
上
）、「
松
井
蔵
書
」（
各
冊
一
オ
右
下
）  
【
来
歴
】
小
出
粲
（1833-1908
）→
松
井
簡
治
（1863-1945
）→
現
所
蔵
先
が
一
九
三
五
年
購
入  
【
備
考
】
②
の
後
見
返
し
に
書
肆
広
告
を
添
付
（
杜
工
部
集
〈
袖
珎
翻
刻
全
部
八
冊
出
版
／
簿
用
捐
全
部
四
冊
套
入
出
来
〉  
東
都
崇
文
堂
／
浪
華
龍
章
堂 
板
行
）。
／
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
あ
り
（『
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵 
物
語
文
学
書
集
成 
第
四
編 
草
子
・
日
記
・
紀
行
』
雄
松
堂
フ
ィ
ル
ム
出
版
、
一
九
八
三
年
）、
20
リ
ー
ル
に
収
録
。 
〔
Ⅶ
〕
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
本
（Le1/2
）  
…
【
冊
数
】
一
冊
（
中
冊
の
み
の
零
本
）  
【
表
紙
】
紺
色
無
地
（
原
表
紙
、
綴
糸
改
装
）  
【
寸
法
】26.5×
19.0cm
 
【
外
題
】「
和
泉
式
部
物
語 
中
」（
書
題
簽
中
央
、
改
か
）  
【
丁
数
】
二
七
丁
（
遊
紙
な
し
）  
【
旧
蔵
印
】「
西
山
文
庫
」（
一
オ
右
下
、
二
七
ウ
左
下
）、「
成
趣
園
」（
一
オ
右
下
「
西
山
文
庫
」
に
重
捺
）  
【
来
歴
】
現
所
蔵
先
が
一
九
二
〇
年
受
入  
【
備
考
】
当
該
本
を
享
保
板
本
と
す
る
根
拠
は
後
述
。
／
現
所
蔵
先
の
カ
ー
ド
目
録
（210574
番
）に
は
冊
数
を「
3
」と
記
す
。／「
成
趣
園
」「
西
山
文
庫
」の
印
は
早
稲
田
大
学
九
曜
文
庫
本「
伊
勢
物
語
新
釈
」（ｲ
04/0316/0203
）
に
も
重
ね
捺
し
さ
れ
る
。 
〔
Ⅷ
〕
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ
校
本
（EF DB915.35/55861
）  
※
原
本
未
見  
…
【
冊
数
】
二
冊  
【
表
紙
】
不
明  
【
寸
法
】
不
明  
【
外
題
】
不
明  
【
丁
数
】
七
二
丁  
【
旧
蔵
印
】
不
明  
【
来
歴
】
ハ
ロ
ル
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
パ
ー
レ
ッ
ト
（1869-1945
、
英
外
交
官
）→
現
所
蔵
先
へ
一
九
四
九
年
寄
贈  
【
備
考
】
丁
数
は
福
田
秀
一
・
母
利
司
朗
「
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ
学
部
図
書
館
所
蔵
和
古
書
目
録
（
摘
録
）」
に
（
21
）
よ
る
。
同
目
録
に
は
「
和
泉
式
部
日
記
〈
第
一
・
三
〉」「
元
来
三
冊
」
と
記
載
、
①
は
上
〜
中
の
合
冊
、
②
は
下
冊
と
み
ら
れ
る
。
／
林
望
「
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ
校 
日
本
古
典
籍
善
本
解
題
並
に
目
録
」
に
 
（
22
）
「
和
 － 54 －
泉
式
部
物
語
」「
不
分
巻
」「
大 
二
冊
」
と
記
載
あ
り
。
／
旧
蔵
者
・
寄
贈
年
は
現
所
蔵
先
のEd Hood
氏
の
教
示
に
よ
る
。 
  
現
在
確
認
で
き
る
享
保
板
本
は
以
上
の
八
本
、
そ
の
う
ち
〔
Ⅷ
〕
を
除
く
七
本
が
『
国
書
総
目
録
』
に
載
る
。
な
お
〔
Ⅶ
〕
は
同
書
に
三
冊
本
と
し
て
載
り
、
前
述
の
よ
う
に
現
所
蔵
先
の
カ
ー
ド
目
録
に
も
三
冊
本
と
し
て
記
載
す
る
が
、
実
際
に
当
初
三
冊
揃
い
で
あ
っ
た
か
は
不
明
。
ま
た
同
書
に
は
「
東
大
」
の
記
載
も
あ
る
が
、
編
纂
時
に
採
ら
れ
た
書
目
カ
ー
ド
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）
に
は
寛
文
板
本
し
か
な
い
た
め
、〔
１
〕
が
享
保
板
本
の
欄
に
誤
記
載
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
寛
文
板
本
の
欄
に
同
本
は
載
ら
な
い
）。 
 
享
保
板
本
の
特
徴
と
し
て
は
、
寛
文
板
本
に
は
な
か
っ
た
版
木
の
欠
け
が
あ
る
。
一
例
と
し
て
は
、
上
冊
一
ウ
七
行
目
の
「
さ
ふ
ら
ふ
う
ち
に
日
こ
ろ
山
寺
に
」
の
中
央
部
欠
け
（【
図
版
5
】）
や
、
中
冊
二
（
二
七
）
オ
十
行
目
の
「
く
れ
〳
〵
と
秋
の
日
こ
ろ
の
」
の
上
部
欠
け
（【
図
版
6
】）
が
あ
り
（
丁
数
は
全
七
二
丁
の
完
本
に
よ
り
、
中
冊
以
降
は
括
弧
内
に
通
し
丁
数
も
示
す
）、
右
で
〔
Ⅶ
〕
を
享
保
板
本
の
零
本
と
判
断
し
た
の
は
後
者
が
存
す
る
こ
と
に
よ
る
。 
 
【
図
版
5
】
上
冊
一
ウ
七
行
目
（
上
＝
寛
文
、
下
＝
享
保
） 
 
 
 
【
図
版
6
】
中
冊
二
（
二
七
）
オ
十
行
目 
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三
冊
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
寛
文
板
本
に
対
し
、
享
保
板
本
の
刊
行
形
態
は
一
定
で
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。〔
Ⅱ
〕〔
Ⅴ
〕〔
Ⅵ
〕
の
よ
う
な
三
冊
本
、
お
よ
び
中
冊
の
み
の
〔
Ⅶ
〕
の
存
在
か
ら
、
三
冊
本
と
し
て
の
刊
行
は
確
実
だ
が
、
一
方
で
一
冊
本
の
す
べ
て
が
後
の
合
冊
で
あ
る
か
は
疑
問
が
残
る
。
特
に
三
冊
本
の
表
紙
を
流
用
し
た
と
思
し
い
〔
Ⅰ
〕
は
、
後
述
の
相
板
本
の
表
紙
に
通
ず
る
様
相
を
示
し
、
刊
行
形
態
が
途
中
で
変
わ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
散
逸
・
所
在
不
明
の
伝
本
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。 
 
〔
ａ
〕
漆
山
又
四
郎
氏
本  
…
『
国
書
総
目
録
』
に
記
載
。
一
冊
本
。
前
述
の
『
和
書
分
類
目
録
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
に
は
記
載
が
な
く
、
寛
文
板
本
の
〔
Ａ
〕
漆
山
又
四
郎
氏
本
を
誤
記
載
し
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
冊
数
に
違
い
が
あ
り
不
審
。 
〔
ｂ
〕
伴
直
方
本  
…
『
国
書
総
目
録
』
に
「
竹
柏
」
と
記
載
。
三
冊
本
。
佐
佐
木
信
綱
編
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』
に
 
（
23
）
「
和
泉
式
部
物
語  
伴
直
方
校
本
」
と
し
て
「
享
保
丙
辰
の
刊
本
。
奥
に
云
。「
菅
雄
以
寫
本
注
異
同
訖  
甲
申
夏  
嶋
田
千
穎
」、「
文
政
十
一
と
い
ふ
年
の
彌
生
末
の
八
日
一
校
畢
り
ぬ  
伴
直
方
」、「
中
院
通
村
卿
自
筆
の
本
を
も
て
再
校  
寅
九
月
十
八
日
」」
と
記
す
。
竹
柏
園
旧
蔵
本
を
分
蔵
す
る
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
や
石
川
武
美
記
念
図
書
館
に
当
該
本
は
所
蔵
せ
ず
。 
〔
ｃ
〕
吉
田
幸
一
氏
本  
…
吉
田
『
和
泉
式
部
全
集 
本
文
篇
』
中
の
「
和
泉
式
部
日
記 
校
本
第
二
」
に
、「
享
保
二
十
一
年
板
」
が
「
吉
田
幸
一
蔵
」
と
し
て
載
る
。
吉
田
『
和
泉
式
部
研
究 
一
』
に
載
る
享
保
板
本
の
書
誌
が
こ
れ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
れ
ば
、
三
冊
本
と
み
ら
れ
る
。 
〔
ｄ
〕
鶴
舞
中
央
図
書
館
本  
…
『
国
書
総
目
録
』
に
記
載
。
三
冊
本
。
戦
災
焼
失
か
。 
 
③
相
板
本 
〔
ⅰ
〕
天
理
図
書
館
附
属
天
理
図
書
館
本
（914.34/11
）  
…
【
冊
数
】
一
冊  
【
表
紙
】
紺
色
布
目
地
（
原
表
紙
）  
【
寸
法
】26..5
 － 56 －
×
18.8cm
 
【
外
題
】「
和
泉
式
部
物
語 
全
」（
刷
題
簽
中
央
、「
全
」
は
「
上
」
に
重
書
）  
【
丁
数
】
七
四
丁
（
遊
紙
前
一
丁
後
一
丁
）  
【
旧
蔵
印
】「
坂
東
文
庫
」（
前
遊
紙
オ
右
下
）、「
紫
景
文
庫
」（
墨
付
一
オ
右
上
）  
【
来
歴
】
藤
井
乙
男
（1868-1946
）
→
現
所
蔵
先
が
一
九
七
八
年
受
入  
【
備
考
】
後
遊
紙
オ
右
端
に
朱
で
「
宝
暦
四
年
七
月
以
扶
桑
拾
葉
集
第
五
巻
／
校
合
畢
／
初
島
昭
武
」
と
識
語
あ
り
。 
〔
ⅱ
〕
今
西
祐
一
郎
氏
本  
…
【
冊
数
】
一
冊  
【
表
紙
】
紺
色
布
目
地
（
原
表
紙
）  
【
寸
法
】26.4×
17.9cm
 
【
外
題
】「
和
泉
式
部
物
語 
上
下
」（
刷
題
簽
中
央
、「
下
」
は
加
筆
）  
【
丁
数
】
七
二
丁
（
遊
紙
な
し
）  
【
旧
蔵
印
】
な
し  
【
来
歴
】
現
所
蔵
者
が
二
〇
一
七
年
購
入 
  
現
在
確
認
で
き
る
相
板
本
は
以
上
の
二
本
の
み
。
表
紙
は
両
者
同
様
で
、
題
簽
の
加
筆
内
容
は
異
な
る
が
い
ず
れ
も
元
は
上
冊
用
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
板
元
が
三
冊
本
の
た
め
に
用
意
し
て
い
た
表
紙
を
流
用
し
て
、
初
め
か
ら
一
冊
本
と
し
て
販
売
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
両
者
の
刷
題
簽
は
享
保
板
本
の
〔
Ⅰ
〕
と
も
同
一
で
、
享
保
板
本
の
う
ち
表
紙
中
央
に
題
簽
を
持
つ
も
の
は
相
板
本
に
近
い
時
期
の
板
行
と
思
わ
れ
、
特
に
〔
Ⅰ
〕
が
一
冊
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
と
は
三
冊
だ
っ
た
享
保
板
本
の
刊
行
形
態
が
一
冊
に
変
更
さ
れ
、
相
板
本
も
そ
れ
を
踏
襲
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
相
板
本
の
表
紙
は
〔
Ⅵ
〕
の
艶
出
し
を
省
い
た
も
の
と
み
ら
れ
、
享
保
板
本
の
た
め
に
用
意
さ
れ
て
い
た
紙
が
流
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。 
 
こ
こ
ま
で
現
存
一
七
本
、
お
よ
び
散
逸
・
所
在
不
明
八
本
の
『
和
泉
式
部
物
語
』
絵
入
り
板
本
を
確
認
し
た
が
、
同
作
品
の
写
本
の
中
に
は
絵
入
り
板
本
の
写
し
（
刊
写
本
）
が
複
数
存
す
る
。
各
伝
本
と
も
奥
書
の
署
名
配
置
か
ら
い
ず
れ
の
写
し
か
を
判
断
で
き
、
一
部
は
他
の
徴
証
も
留
め
る
。 
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○
寛
文
板
本
の
写
し 
〔
イ
〕
刈
谷
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
本
（W1878
）  
…
村
上
忠
順
（1812-1884
）
写
。
扶
桑
拾
葉
集
本
を
校
合
。
三
四
ウ
左
上
に
「
寛
文
十
年
／
八
尾
清
ヘ
开
板
」
と
注
記
。
国
文
研
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
あ
り
（30-163-2-32
）。 
〔
ロ
〕
九
州
大
学
附
属
図
書
館
音
無
文
庫
本
（549/ｲ/11
）  
…
寺
尾
寿
（1855-1923
、
天
文
学
者
）
旧
蔵
。「
此
一
巻
以
横
山
某
之
本
写
之
畢
于
／
時
安
永
第
四
歳
次
乙
未
十
月
中
二
日
後
日
／
校
合
之
／
菅
原
本
房 
（
花
押
）」
の
識
語
あ
り
。
切
除
さ
れ
た
刊
記
部
分
に
「
朔
日
」
の
右
端
と
み
え
る
墨
が
残
存
。
ま
た
本
文
丁
の
中
途
に
「
上
之
巻
終
」「
中
之
巻
終
」
と
の
注
記
が
あ
り
、
三
冊
本
の
分
冊
末
尾
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
親
本
（
横
山
某
之
本
、
あ
る
い
は
そ
の
親
本
）
は
三
冊
本
と
分
か
る
。 
 
○
享
保
板
本
も
し
く
は
相
板
本
の
写
し 
〔
ハ
〕
宮
内
庁
書
陵
部
本
（351-376
）  
…
谷
森
善
臣
（1818-1911
）
写
。
挿
絵
の
あ
っ
た
箇
所
九
面
を
空
白
と
し
「
絵
」
と
記
す
（
た
だ
し
両
面
挿
絵
の
丁
は
な
し
）。
国
文
研
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
あ
り
（20-578-2
）。 
〔
ニ
〕
早
稲
田
大
学
図
書
館
九
曜
文
庫
本
（
文
庫30 E0022
）  
…
「
文
化
九
申
仲
夏
初
旬
／
山
本
八
握
穂
書
写
之
」
の
識
語
あ
り
。
現
所
蔵
先
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
全
冊
カ
ラ
ー
画
像
公
開
。 
〔
ホ
〕
徳
島
県
立
図
書
館
森
文
庫
本
（W913.3L/ｲｽ
）  
…
森
敬
介
（1888-1947
、
考
古
学
者
・
実
業
家
）
旧
蔵
。
佐
藤
高
明
「
阿
讃
諸
文
庫
国
文
学
翻
刻
双
書
」
に
 
（
24
）
全
文
翻
刻
。
国
文
研
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
あ
り
（63-41-7
）。 
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三  
元
文
板
本
・
無
刊
記
板
本
の
問
題 
  
『
和
泉
式
部
物
語
』
絵
入
り
板
本
の
先
行
研
究
を
繙
く
と
、
現
在
は
存
在
を
確
認
で
き
な
い
元
文
板
本
・
無
刊
記
板
本
に
つ
い
て
の
記
述
が
散
見
す
る
。
以
下
、
そ
の
全
容
を
概
観
し
記
述
の
信
憑
性
を
検
証
す
る
。 
 
管
見
に
及
ん
だ
中
で
、
元
文
板
本
に
最
初
に
言
及
し
た
の
は
池
田
亀
鑑
『
宮
廷
女
流
日
記
文
学
』
で
 
（
25
）
あ
り
、
同
書
に
は
「
寛
文
年
中
刊
」
「
享
保
二
十
一
年
刊
」
と
並
ん
で
、「
一
、
和
泉
式
部
物
語
一
冊  
元
文
元
年
刊  
（
内
閣
文
庫
）
／
こ
の
本
も
別
に
變
つ
た
本
で
は
な
い
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
先
行
研
究
に
、
元
文
板
本
の
名
が
以
下
の
よ
う
に
現
れ
る
。 
①
小
川
寿
一
校
訂
『
応
永
本
影
寫 
和
泉
式
部
日
記 
全
』（
龍
谷
大
学
国
文
学
会
、
一
九
二
八
年
）  
…
「
寛
文
十
年
板
や
、（
そ
の
後
刷
り
の
享
保
二
十
一
年
乃
至
元
文
元
年
板
）」（
は
し
が
き
） 
②
宮
田
『
更
科
泉
式
部
紫
式
部
日
記
講
義
』  
…
「
一
は
寛
文
十
年
霜
月
吉
日
に
、
八
尾
清
兵
衛
な
る
も
の
が
開
板
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
他
は
享
保
二
十
一
年
即
ち
元
文
元
年
の
春
に
、
大
阪
の
丹
波
屋
理
兵
衛
と
田
原
屋
平
兵
衛
と
が
共
同
で
、
奥
附
を
改
め
題
簽
は
書
體
だ
け
を
か
へ
て
出
版
し
た
の
で
あ
る
」 
③
鈴
木
知
太
郎
校
訂
『
和
泉
式
部
日
記
』  
…
「
な
ほ
こ
れ
の
後
刷
本
と
し
て
は
享
保
板
本
（
元
文
板
本
）
が
あ
る
」（
解
説
の
「
寛
文
板
本
」
の
項
） 
④
廣
郡
「
和
泉
式
部
日
記
の
原
典
探
究
」  
…
「
寛
文
板
本
（
享
保
及
び
元
文
板
本
は
、
こ
の
本
の
再
版
で
あ
る
）」 
⑤
小
室
・
田
中
『
和
泉
式
部
日
記
詳
解
』  
…
「
享
保
版
本
（
元
文
版
本
）」「
右
の
寛
文
版
本
の
再
版
本
で
あ
る
」 
⑥
佐
伯
梅
友
・
村
上
治
・
小
松
登
美
『
和
泉
式
部
集
全
釈
』（
東
寶
書
房
、
一
九
五
九
年
）  
…
「
享
保
二
十
一
年
板
本  
和
泉
式
部
物
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語
（
享
保
二
十
一
年
は
元
文
元
年
に
当
た
る
の
で
、
元
文
板
本
と
も
い
う
）
三
巻
本
と
一
巻
本
と
が
あ
る
。
寛
文
板
本
の
後
刷
本
で
、
大
阪
の
丹
波
屋
理
兵
衛
・
田
原
屋
平
兵
衛
開
板
に
よ
る
」 
⑦
大
橋
清
秀
『
和
泉
式
部
日
記
の
研
究
』（
初
音
書
房
、
一
九
六
一
年
）  
…
「
元
文
元
年
板
本  
一
冊  
内
閣
文
庫
蔵
・
竹
柏
園
蔵
・
京
都
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
」「
寛
文
十
年
板
本
・
享
保
二
十
一
年
板
本
の
後
刷
。
刊
記
「
大
阪  
丹
波
屋
理
兵
衛  
田
原
屋
平
兵
衛
」」 
⑧
鈴
木
一
雄
「
和
泉
式
部
日
記
」（
久
松
潜
一
・
西
下
経
一
監
修
『
平
安
朝
文
学
史
』
明
治
書
院
、
一
九
六
五
年
）  
…
「
寛
文
十
年
板
本
（
享
保
二
十
一
年
元
文
元
年
板
本
も
あ
る
が
、
こ
の
後
刷
本
で
あ
る
）」 
 
一
覧
す
る
と
、
元
文
板
本
を
享
保
板
本
と
は
別
に
扱
う
も
の
（
①
④
⑦
）
と
、
両
者
を
同
一
視
す
る
も
の
（
②
③
⑤
⑥
⑧
）
と
が
あ
り
、
見
解
に
揺
れ
が
あ
る
。
周
知
の
通
り
元
文
は
一
七
三
六
年
四
月
二
十
八
日
の
改
元
に
伴
い
定
め
ら
れ
た
元
号
で
あ
り
、
元
文
元
年
と
享
保
二
十
一
年
は
西
暦
上
は
同
年
で
あ
る
。
よ
っ
て
元
文
板
本
は
あ
く
ま
で
享
保
板
本
の
別
称
で
、
こ
れ
を
別
個
に
扱
う
指
摘
は
誤
認
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
池
田
『
宮
廷
女
流
日
記
文
学
』
の
典
拠
と
思
し
い
『
内
閣
文
庫
圖
書
目
録
』
に
 
（
26
）
は
「
和
泉
式
部
物
語
〈
一
巻
／
元
文
元
年
刊
〉 
一 
一
七
七
一
六
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
そ
の
実
体
は
享
保
板
本
の
〔
Ⅳ
〕
で
あ
る
（
た
だ
し
田
原
屋
に
よ
る
求
版
の
時
期
が
「
享
保
丙
辰
孟
春
」
す
な
わ
ち
一
七
三
六
年
一
月
と
明
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、
こ
れ
を
「
元
文
元
年
板
」
と
別
称
す
る
の
は
正
確
で
な
い
）。 
 
ま
た
、
こ
れ
ら
の
記
述
の
う
ち
②
⑤
⑥
の
傍
線
部
に
丹
波
屋
・
田
原
屋
の
相
合
板
の
刊
記
が
み
え
る
こ
と
は
、
無
刊
記
板
本
の
問
題
と
も
関
わ
り
合
う
。
無
刊
記
板
本
に
最
初
に
言
及
し
た
吉
田
『
和
泉
式
部
研
究 
一
』
は
寛
文
板
本
・
享
保
板
本
に
次
い
で
「
無
刊
記
板
本  
一
冊
」
の
項
を
立
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。 
 
 
上
中
下
の
合
冊
本
で
、
前
記
、
享
保
板
の
出
版
者
田
原
屋
が
、
大
坂
丹
波
屋
と
合
板
で
再
版
し
た
も
の
。
刊
記
を
削
り
、
書
肆
名
を
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埋
木
し
て 
 
 
 
 
 
大
坂  
丹
波
屋
理
兵
衛 
 
 
 
 
 
 
 
 
田
原
屋
平
兵
衛 
の
連
名
で
出
し
て
ゐ
る
。
こ
の
板
本
を
元
文
元
年
板
本
と
し
て
ゐ
る
人
も
ゐ
る
が
当
ら
な
い
。
同
じ
年
に
同
一
板
本
を
奥
附
を
変
へ
て
、
田
原
屋
が
二
度
も
板
行
し
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
二
度
目
だ
か
ら
こ
そ
大
坂
の
丹
波
屋
理
兵
衛
の
協
力
を
求
め
、
販
路
を
広
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
に
は
幾
年
間
か
を
経
て
か
ら
と
み
る
こ
と
が
、
当
時
の
出
版
事
情
か
ら
考
へ
て
常
識
で
あ
ら
う
。
丹
波
屋
理
兵
衛
は
、
大
体
元
文
（
一
七
三
六―
一
七
四
〇
）
頃
か
ら
寛
保
頃
（
一
七
四
一―
一
七
四
三
）
ま
で
の
書
肆
で
あ
る
。
依
つ
て
こ
の
無
刊
記
本
は
、
早
く
と
も
元
文
の
末
か
、
寛
保
初
頃
の
板
行
で
あ
ら
う
か
。 
 
ま
た
森
田
『
和
泉
式
部
日
記
論
攷
』
も
同
様
に
「
無
刊
記
板
本  
一
冊  
内
閣
文
庫
他
蔵
」
の
項
を
立
て
、 
 
 
同
じ
く
寛
文
十
年
板
本
の
板
木
を
利
用
し
た
刊
本
。
一
冊
に
合
冊
し
て
あ
り
、
刊
記
は
、 
 
 
 
 
大
阪  
丹
波
屋
利
兵
衛 
 
 
 
 
 
 
 
田
原
屋
平
兵
衛 
と
記
し
て
い
る
（「
利
兵
衛
」
は
「
理
兵
衛
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
）。
こ
れ
ら
の
刊
記
は
⑦
⑧
の
掲
げ
る
元
文
板
本
の
刊
記
と
一
致
す
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
田
原
屋
・
丹
波
屋
の
相
板
本
は
〔
ⅰ
〕〔
ⅱ
〕
の
二
本
が
現
在
確
認
で
き
、
そ
の
刊
記
は
享
保
板
本
の
刊
年
そ
の
ま
ま
に
、
丹
波
屋
の
名
を
埋
木
し
た
も
の
で
あ
る
。
対
し
て
右
の
記
述
を
信
頼
す
る
な
ら
ば
、
田
原
屋
・
丹
波
屋
の
相
板
本
に
は
刊
年
を
削
除
し
た
も
の
も
存
在
し
、
そ
れ
が
元
文
板
本
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 
 
だ
が
こ
れ
ら
の
記
述
の
信
憑
性
に
は
疑
問
が
残
る
。
森
田
『
和
泉
式
部
日
記
論
攷
』
は
「
内
閣
文
庫
他
蔵
」
と
具
体
的
な
所
蔵
先
を
示
す
が
、
先
述
の
よ
う
に
内
閣
文
庫
に
は
当
時
享
保
板
本
の
み
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
右
の
無
刊
記
板
本
は
目
録
に
載
ら
な
い
。
刊
年
の
な
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い
相
板
本
が
過
去
に
存
在
し
た
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
も
の
の
、
徴
証
が
な
い
現
在
、
そ
れ
を
積
極
的
に
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
享
保
板
本
・
相
板
本
の
所
蔵
情
報
は
当
時
混
同
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
元
文
板
本
・
無
刊
記
板
本
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
の
記
述
も
、
そ
う
し
た
混
同
の
中
か
ら
発
し
た
も
の
か
と
推
さ
れ
る
。 
 
四  
丁
付
と
挿
絵 
  
『
和
泉
式
部
物
語
』
絵
入
り
板
本
の
各
丁
に
は
、
下
部
ノ
ド
側
に
丁
付
が
付
さ
れ
て
い
る
（
多
く
の
箇
所
で
ノ
ド
に
隠
れ
て
見
え
な
い
）。
丁
数
が
全
七
二
丁
で
あ
る
の
に
対
し
、
最
終
丁
の
丁
付
は
「
六
十
九
」
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
「
又
六
」（
上
冊
七
）、「
又
二
十
五
」（
中
冊
三
（
二
七
））、「
五
十
五
」（
下
冊
五
／
六
／
七
（
五
六
／
五
七
／
五
八
）
の
い
ず
れ
か
）
の
三
丁
が
、
重
複
す
る
丁
付
を
持
つ
。
い
ず
れ
も
両
面
挿
絵
の
こ
の
三
丁
は
、
板
行
過
程
の
遅
い
段
階
で
補
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
こ
の
う
ち
「
五
十
五
」
の
み
「
又
」
の
字
を
持
た
な
い
が
、
実
際
は
別
に
「
五
十
五
」
の
丁
付
を
持
つ
本
文
丁
（
オ
一
行
目
「
御
物
か
た
り
お
き
ふ
し
き
こ
え
て
つ
れ
〳
〵
も
」
〜
ウ
十
行
目
「
ゆ
ふ
く
れ
は
た
れ
も
さ
の
み
そ
お
も
ほ
ゆ
る
」）
が
あ
り
、
両
面
挿
絵
の
こ
の
丁
は
本
来
「
又
五
十
五
」
と
す
る
べ
き
所
で
あ
る
。
こ
の
丁
が
「
又
」
の
字
を
持
た
な
い
こ
と
は
、
後
述
す
る
綴
じ
位
置
の
混
乱
を
招
い
て
い
る
。 
 
続
い
て
、
こ
の
絵
入
り
板
本
の
挿
絵
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
挿
絵
は
全
十
五
面
あ
り
、
三
冊
本
の
場
合
、
上
冊
に
五
面
、
中
面
に
六
面
、
下
冊
に
四
面
が
配
さ
れ
る
。
以
下
、
各
挿
絵
の
内
容
と
位
置
、
対
応
す
る
と
思
し
い
本
文
を
掲
出
す
る
。 
 
①
室
内
で
女
と
童
が
対
面
、
横
に
侍
女
（
丁
付
「
四
」、
上
冊
四
ウ
） 
→
さ
し
出
た
る
を
見
れ
は
宮
古
に
さ
ふ
ら
ひ
し
こ
と
ね
り
わ
ら
は
な
り
け
り
き
（
上
冊
一
オ
〜
ウ
） 
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②
牛
車
が
軒
先
に
泊
ま
り
、
室
内
で
女
と
宮
が
対
面
（
丁
付
「
又
六
」、
上
冊
七
オ
） 
→
に
し
の
つ
ま
と
に
わ
ら
う
て
ま
つ
る
に
世
の
人
の
い
へ
は
お
ほ
ゆ
る
に
や
あ
ら
ん
ま
こ
と
に
な
へ
て
の
御
さ
ま
に
は
あ
ら
す
な
ま
め
か
し
（
上
冊
五
ウ
） 
 
③
女
が
縁
に
立
ち
、
宮
が
庭
先
で
振
り
返
る
（
丁
付
「
又
六
」、
上
冊
七
ウ
） 
→
い
と
わ
り
な
き
心
ち
す
れ
と
い
ふ
か
ひ
な
き
事
を
い
ひ
ち
き
り
て
あ
け
ぬ
れ
は
か
へ
り
給
ぬ
（
上
冊
六
ウ
） 
 
④
宮
が
門
前
に
来
訪
、
女
は
室
内
で
眠
る
（
丁
付
「
十
一
」、
上
冊
一
二
ウ
） 
→
宮
れ
い
の
し
の
ひ
て
お
は
し
ま
し
た
り
を
ん
な
さ
も
や
は
と
お
も
ふ
う
ち
に
日
こ
ろ
の
を
こ
な
ひ
を
く
る
し
う
て
う
ち
ま
と
ろ
み
た
る
ほ
と
に
か
と
た
ゝ
く
を
き
ゝ
と
か
む
る
人
も
な
し
（
上
冊
一
一
オ
） 
 
⑤
宮
が
縁
に
立
ち
満
月
を
見
る
、
横
に
右
近
尉
（
丁
付
「
二
十
」、
上
冊
二
一
ウ
） 
→
月
の
あ
か
き
夜…
…
右
近
の
そ
う
に
さ
し
と
ら
せ
て
き
ね
と
て
や
る…
…
右
近
の
ろ
う
さ
し
出
た
れ
は
れ
い
の
車
に
さ
う
そ
く
せ
よ
と
て
お
は
し
ま
す
（
上
二
〇
ウ
〜
二
一
オ
） 
 
⑥
前
栽
の
中
、
童
が
宮
を
呼
び
止
め
る
（
丁
付
「
又
二
十
五
」、
中
冊
三
（
二
七
）
オ
） 
→
わ
ら
は
一
日
ま
か
り
て
さ
ふ
ら
ひ
し
か
と
石
山
に
な
ん
此
比
は
お
は
し
ま
す
な
る
と
申
さ
す
れ
は
さ
は
け
ふ
は
暮
ぬ
つ
と
め
て
ま
か
れ
と
て
御
文
か
ゝ
せ
給
（
中
冊
四
（
二
八
）
オ
） 
 
⑦
女
が
石
山
寺
で
月
夜
に
雁
を
仰
ぎ
見
る
（
丁
付
「
又
二
十
五
」、
中
冊
三
（
二
七
）
ウ
） 
→
仏
の
御
前
に
は
あ
ら
て
ふ
る
さ
と
の
み
こ
ひ
し
く
て
か
ゝ
る
あ
り
き
も
う
き
た
る
身
の
あ
り
さ
ま
と
思
ふ
に（
中
冊
四（
二
八
）
オ
） 
 
⑧
石
山
寺
で
念
仏
す
る
女
を
途
上
の
童
が
見
る
（
丁
付
「
廿
九
」、
中
冊
七
（
三
一
）
ウ
） 
『和泉式部物語』絵入り板本考（岡田） 
 － 63 －
→
ま
め
や
か
に
仏
を
念
し
た
て
ま
つ
り
て
あ
る
ほ
と
に
か
う
ら
の
し
も
の
か
た
に
人
の
け
は
ひ
の
す
れ
は
あ
や
し
う
て
見
お
ろ
し
た
れ
は
こ
の
わ
ら
は
な
り
け
り
（
中
冊
四
（
二
八
）
オ
〜
ウ
） 
 
⑨
室
内
で
眠
る
女
を
宮
が
枕
頭
に
立
ち
見
下
ろ
す
（
丁
付
「
卅
五
」、
中
冊
一
三
（
三
七
）
ウ
） 
→
宮
御
ら
ん
し
て
人
の
ひ
ん
な
き
に
の
み
い
ふ
め
る
か
な
と
お
ほ
す
に
あ
は
れ
に
お
ほ
さ
れ
て
女
の
ね
た
る
や
う
に
て
思
ひ
み
た
れ
ふ
し
た
る
を
や
ゝ
お
と
ろ
か
し
た
ま
ひ
て
（
中
冊
一
四
（
三
八
）
オ
〜
ウ
） 
 
⑩
童
の
届
け
た
文
を
見
て
笑
う
宮
、
横
に
右
近
尉
（
丁
付
「
四
十
二
」、
中
冊
二
〇
（
四
四
）
ウ
） 
→
こ
の
わ
ら
は
こ
ろ
し
て
は
や
と
ま
て
な
ん
と
て…
…
と
あ
れ
は
こ
ろ
さ
せ
給
へ
か
な
る
こ
そ
と
て…
…
う
ち
わ
ら
は
せ
て
（
中
冊
二
一
（
四
五
）
オ
） 
 
⑪
庭
に
前
栽
の
紅
葉
を
見
る
宮
、
後
ろ
に
右
近
尉
（
丁
付
「
四
十
九
中
終
」、
中
冊
二
七
（
五
一
）
ウ
） 
→
こ
の
比
の
山
の
紅
葉
い
か
に
を
か
し
か
ら
ん
い
さ
た
ま
へ
み
ん
と
の
た
ま
は
す
れ
は
（
中
冊
二
五
（
四
九
）
オ
） 
 
⑫
風
雨
の
な
か
前
栽
の
紅
葉
を
見
る
宮
、
後
ろ
に
右
近
尉
（
丁
付
「
五
十
五
」、
下
冊
五
／
六
／
七
（
五
六
／
五
七
／
五
八
）
い
ず
れ
か
オ
） 
→
其
夜
し
く
れ
常
よ
り
も
木
〻
の
こ
の
は
残
あ
り
け
も
な
く
き
こ
ゆ
る
に
（
中
冊
二
五
（
四
九
）
オ
） 
 
⑬
軒
先
に
牛
車
、
宮
が
前
に
立
ち
童
と
対
話
（
丁
付
「
五
十
五
」、
下
冊
五
／
六
／
七
（
五
六
／
五
七
／
五
八
）
い
ず
れ
か
ウ
） 
→
御
い
と
こ
の
三
位
中
将
の
家
に
お
は
し
ま
す…
…
車
な
か
ら
人
も
み
ぬ
く
る
ま
や
と
り
に
た
て
ゝ…
…
れ
い
の
右
近
の
せ
う
こ
の
わ
ら
は
と
そ
ち
か
く
さ
ふ
ら
ふ
（
下
冊
一
（
五
二
）
オ
〜
ウ
） 
 
⑭
室
内
で
宮
と
女
が
対
座
、
女
は
侍
女
に
発
話
（
丁
付
「
五
十
九
」、
下
冊
一
一
（
六
二
）
オ
） 
→
そ
の
夜
お
は
し
ま
い
て
れ
い
の
は
か
な
き
御
物
か
た
り
を
さ
せ
給
て
も
（
下
冊
一
〇
（
六
一
）
オ
） 
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⑮
宮
が
上
達
部
二
名
と
対
面
、
女
と
女
房
が
覗
き
見
る
（
丁
付
「
六
十
六
」、
下
冊
一
八
（
六
九
）
ウ
） 
→
宮
も
お
は
し
ま
す
を
み
れ
は
い
と
わ
か
う
う
つ
く
し
け
に
て
お
は
し
ま
す
を
お
ほ
く
の
人
に
す
く
れ
て
う
つ
く
し
（
下
冊
一
八
（
六
九
）
オ
） 
 
こ
の
う
ち
、
⑫
⑬
は
先
述
し
た
「
五
十
五
」
の
丁
付
を
持
つ
両
面
挿
絵
の
丁
で
あ
る
。
本
来
は
「
又
五
十
五
」
と
あ
る
べ
き
本
丁
が
、
本
文
丁
と
重
複
す
る
丁
付
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
諸
本
に
お
い
て
綴
じ
位
置
が
混
乱
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の
三
類
に
分
け
ら
れ
る
（〔
Ⅲ
〕
は
当
該
丁
ナ
シ
、〔
Ⅶ
〕
は
中
冊
の
み
、〔
Ⅷ
〕
は
未
見
の
た
め
不
明
）。 
 
Ａ
類
（
下
冊
五
（
五
六
）。
前
後
丁
付
は
「
五
十
三
」「
五
十
四
」）…
〔
４
〕〔
７
〕 
 
Ｂ
類
（
下
冊
六
（
五
七
）。
前
後
丁
付
は
「
五
十
四
」「
五
十
五
」）…
〔
２
〕〔
６
〕〔
Ⅵ
〕 
 
Ｃ
類
（
下
冊
七
（
五
八
）。
前
後
丁
付
は
「
五
十
五
」「
五
十
六
」）…
〔
１
〕〔
３
〕〔
５
〕〔
Ⅰ
〕〔
Ⅱ
〕〔
Ⅳ
〕〔
Ⅴ
〕〔
ⅰ
〕〔
ⅱ
〕 
 
三
類
の
う
ち
Ａ
類
は
、「
五
十
三
」「
五
十
四
」
の
間
に
両
面
挿
絵
の
「
五
十
五
」
が
入
る
た
め
明
ら
か
な
ミ
ス
だ
が
、
そ
れ
が
寛
文
板
本
の
二
本
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
板
元
の
八
尾
に
よ
る
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｂ
類
と
Ｃ
類
は
、
本
文
丁
「
五
十
五
」
と
の
先
後
の
違
い
で
あ
り
、
い
ず
れ
が
本
来
の
形
と
も
定
め
が
た
い
。 
 
五  
本
文 
  
『
和
泉
式
部
物
語
』
絵
入
り
板
本
の
親
本
は
、
奥
書
「
写
本
云
／
此
一
冊
ハ
借
二
右
中
辨
兼
秀
本
一
ヲ
従
二
去
ル
月
十
四
日
／
染
レ
筆
今
日
終
レ
功
畢
／
享
禄
二
年
五
月
朔
日
／
右
少
将
藤
言
継
草
名
」
に
よ
っ
て
、
諸
本
四
系
統
（
三
条
西
家
本
・
寛
元
本
・
応
永
本
・
混
成
本
）
の
う
ち
応
永
本
系
統
に
属
す
る
享
禄
奥
書
本
の
一
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
享
禄
奥
書
本
の
伝
本
と
し
て
は
、
大
阪
本
（
大
阪
府
立
中
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之
島
図
書
館
蔵
、
甲
和-458
）、
法
大
本
（
法
政
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
蔵
、W/111
）、
阿
波
国
本
（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
、
911.23/ｲ
133
）、
青
山
会
本
（
篠
山
市
立
青
山
歴
史
村
青
山
会
文
庫
蔵
、
國
五
五
）
の
四
本
が
現
存
し
（
ほ
か
に
法
大
本
の
写
し
で
あ
る
香
木
園
本
（
飛
騨
高
山
ま
ち
の
博
物
館
蔵
、
物
語
部
五
一
）
が
あ
る
）、
絵
入
り
板
本
と
は
次
の
よ
う
な
本
文
異
同
を
共
有
す
る
（
以
下
略
号
は
、
大
＝
大
阪
本
、
法
＝
法
大
本
、
阿
＝
阿
波
国
本
、
青
＝
青
山
会
本
。
頁
数
は
本
文
集
成
に
よ
る
）。 
【
例
1
】
た
ゝ
の
せ
に
の
せ
た
ま
へ
は
あ
れ
に
あ
ら
す
の
り
て
も
（
上
冊
一
六
ウ
、
一
四
九
頁
） 
 
 
 
→
大
・
法
・
阿
・
青
は
傍
線
部
「
あ
れ
に
あ
ら
す
」。
応
永
本
系
統
の
他
本
は
「
あ
れ
に
も
あ
ら
す
」。 
 
一
方
、
絵
入
り
板
本
に
は
以
下
の
脱
文
を
初
め
と
す
る
独
自
の
誤
謬
や
異
同
が
あ
り
、
右
の
四
本
の
う
ち
に
親
本
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
◆
が
脱
文
箇
所
）。
四
本
の
中
で
も
特
に
阿
波
国
本
は
、【
例
2
】
の
よ
う
に
独
自
の
本
文
改
変
を
施
し
て
い
る
伝
本
で
あ
り
、
ま
た
青
山
会
本
は
阿
波
国
本
の
本
文
を
継
承
し
て
い
る
た
め
、
両
者
は
絵
入
り
板
本
の
親
本
と
は
別
の
系
統
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。 
【
例
2
】
に
し
の
つ
ま
と
に
わ
ら
う
◆
て
ま
つ
る
に
（
上
冊
五
ウ
、
四
〇
頁
） 
→
大
・
法
・
阿
・
青
は
「
に
し
の
つ
ま
と
に
わ
ら
う
た
さ
し
い
て
た
り
い
れ
た
て
ま
つ
る
に
」（
阿
・
青
は
「
わ
ら
う
た
」
を
「
わ
ら
う
へ
」
に
作
る
）。 
【
例
3
】
は
し
た
な
き
心
・
ち
も
◆
さ
き
〳
〵
み
た
ま
ふ
（
上
冊
五
ウ
〜
六
オ
、
四
四
〜
四
五
頁
） 
→
大
・
法
・
阿
・
青
は
「
は
し
た
な
き
心
ち
も
す
る
か
な
そ
の
お
は
す
る
所
に
す
へ
た
ま
へ
よ
も
さ
き
〳
〵
見
た
ま
ふ
」。 
【
例
4
】
の
た
ま
は
せ
た
れ
は
女
／
◆
／
◆
／
お
き
風
は
ふ
か
は
い
も
ね
て
今
よ
り
そ
（
中
冊
一
（
二
五
）
ウ
〜
二
（
二
六
）
オ
、
二
四 
 
 
 
 
三
〜
二
四
六
頁
） 
→
大
・
法
・
阿
・
青
は
「
の
た
ま
は
せ
た
れ
は
女
／
ね
さ
め
ね
は
き
か
ぬ
な
る
ら
ん
荻
風
は
ふ
か
さ
ら
め
や
は
秋
の
よ
な
〳
〵
／
と
聞
え
た
れ
は
た
ち
か
へ
り
あ
か
き
み
や
ね
さ
め
ね
は
な
物
思
時
は
と
こ
そ
を
か
へ
か
に
も
と
て
／
お
き
風
は
ふ
か
は
い
も
ね
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て
今
よ
り
そ
」。 
 
こ
う
し
た
誤
謬
の
あ
る
絵
入
り
板
本
の
本
文
は
、
享
禄
奥
書
本
の
中
で
も
決
し
て
良
質
の
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
他
方
、
一
部
に
他
本
の
誤
謬
を
正
す
本
文
を
持
つ
点
、
そ
し
て
異
文
注
記
に
享
禄
奥
書
本
の
原
型
を
留
め
る
ら
し
い
点
に
お
い
て
、
注
目
に
値
す
る
。
前
者
の
例
と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。 
【
例
5
】
き
こ
し
め
す
事
も
あ
れ
は
人
な
と
の
あ
る
に
や
と
（
上
冊
一
一
オ
、
九
七
〜
九
八
頁
） 
 
 
 
→
大
・
法
・
阿
・
青
は
傍
線
部
「
か
へ
な
と
」（
青
「
か
へ
る
と
」）。「
か
へ
」
は
「
人
」
の
誤
写
か
。 
【
例
6
】
夕
く
れ
に
お
も
ひ
も
か
け
ぬ
に
に
わ
か
に
御
車
を
よ
せ
て
（
中
冊
二
（
二
六
）
オ
、
二
四
七
頁
） 
 
 
 
 
→
大
・
法
・
阿
・
青
は
傍
線
部
「
し
か
は
に
」（
法
「
し
か
わ
に
」。
大
は
「
に
わ
か
に
」
に
訂
正
）。 
 
次
い
で
後
者
の
異
文
注
記
に
つ
い
て
は
、
夙
に
鈴
木
知
太
郎
校
訂
『
和
泉
式
部
日
記
』
解
 
（
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説
の
「
寛
文
板
本
」
の
項
に
、「
京
大
本
に
は
往
々
に
し
て…
…
「
イ
」
本
の
本
文
の
傍
書
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
板
本
が
ま
た
、
そ
れ
ら
と
全
く
同
じ
傍
書
を
持
つ
て
ゐ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
両
者
が
か
な
り
密
接
な
関
係
に
あ
つ
た
こ
と
だ
け
は
推
測
し
得
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
応
永
本
系
統
の
う
ち
応
永
二
十
一
年
為
尹
奥
書
を
持
つ
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
京
大
本
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
、Le1/1
）
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
京
大
本
の
異
文
注
記
と
一
致
す
る
絵
入
り
板
本
の
異
文
注
記
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
 
①
「
よ
ひ
こ
と
に
か
へ
し
は
す
れ
と
（
も
イ
）」（
上
冊
一
七
ウ
、
一
五
八
頁
） 
 
②
「
わ
す
れ
ぬ
め
り
と
見
し
程
に
（
物
を
イ
）（
中
冊
五
（
二
九
）
オ
、
二
七
一
頁
） 
 
③
「
お
き
う
ち
こ
え
て
と
ふ
人
は
（
や
イ
）
た
れ
」（
中
冊
五
（
二
九
）
オ
、
二
七
二
頁
） 
 
④
「
な
か
め
（
け
き
イ
）
つ
ゝ
秋
の
み
空
を
」（
中
冊
七
（
三
一
）
オ
、
二
九
三
頁
） 
 
⑤
「
け
ふ
か
そ
ふ
れ
は
年
月
の
（
に
イ
）」（
下
冊
七
（
五
八
）
オ
、
五
六
二
頁
） 
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⑥
「
一
日
（
昨
日
イ
）
そ
物
は
お
も
は
さ
り
け
る
（
下
冊
七
（
五
八
）
オ
、
五
六
二
頁
） 
 
⑦
「
玉
の
を
（
の
イ
）
は
た
え
ん
物
か
は
」（
下
冊
九
（
六
〇
）
オ
、
五
八
四
頁
） 
 
⑧
「
契
て
（
お
き
イ
）
し
」（
下
冊
九
（
六
〇
）
オ
、
五
八
四
頁
） 
 
⑨
「
う
つ
ゝ
と
（
は
イ
）
も
思
は
さ
ら
な
ん
」（
下
冊
一
二
（
六
三
）
ウ
、
六
一
八
頁
） 
 
 
※
⑤
⑥
は
、
挿
絵
位
置
Ｃ
類
の
本
で
は
下
冊
六
（
五
七
）
オ 
 
以
上
の
九
例
中
、
②
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
の
六
例
は
、
阿
波
国
本
の
持
つ
異
文
注
記
と
も
一
致
す
る
（
た
だ
し
⑥
は
傍
記
を
摺
り
消
し
て
本
行
化
）。
ま
た
、
①
⑤
⑥
の
三
例
は
、
応
永
本
系
統
の
う
ち
無
奥
書
本
に
区
分
さ
れ
る
島
原
本
（
東
海
大
学
付
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
）・
榊
原
本
（
法
政
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
蔵
）
が
持
つ
異
文
注
記
と
も
一
致
す
る
。
こ
う
し
た
系
統
内
の
他
群
と
の
一
致
は
、
絵
入
り
板
本
の
備
え
る
異
文
注
記
が
、
享
禄
奥
書
本
の
原
型
本
に
本
来
備
わ
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
示
す
。 
 
こ
の
見
地
か
ら
考
え
る
と
、
他
本
が
持
た
な
い
以
下
の
異
文
注
記
を
絵
入
り
板
本
の
み
が
備
え
る
こ
と
は
、
享
禄
奥
書
本
の
初
期
の
姿
を
留
め
る
重
要
な
痕
跡
と
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 
 
⑩
「
つ
れ
〳
〵
に
久
（
過
イ
）
し
か
は
」（
上
冊
一
ウ
、
九
頁
） 
 
⑪
「
つ
と
も
く
（
め
て
イ
）
も
て
ま
い
り
た
れ
は
」（
上
冊
九
ウ
、
七
六
頁
） 
 
特
に
⑩
は
、
大
阪
本
・
阿
波
国
本
・
青
山
会
本
が
本
行
本
文
「
候
へ
」
に
作
る
所
だ
が
、
大
阪
本
の
み
、
元
の
本
文
「
久
」
に
重
ね
書
き
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
絵
入
り
板
本
の
異
文
注
記
「
過
」
が
「
候
へ
」
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
に
は
、
享
禄
奥
書
本
の
本
来
の
本
文
は
「
久
（
候
へ
イ
）」
で
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
絵
入
り
板
本
の
本
文
は
享
禄
奥
書
本
の
復
元
に
お
い
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
資
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 
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以
上
、
本
稿
で
は
『
和
泉
式
部
物
語
』
絵
入
り
板
本
の
種
別
と
特
徴
、
現
在
の
残
存
状
況
、
挿
絵
・
本
文
の
概
要
と
関
連
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ
た
。
論
じ
残
し
た
課
題
、
特
に
挿
絵
を
中
心
と
す
る
先
後
の
平
安
文
学
板
本
と
の
影
響
関
係
な
ど
つ
い
て
は
、
な
お
後
考
を
期
し
た
い
。 
 
〔
注
〕 
（
1
）
岡
田
貴
憲
・
松
本
裕
喜
編
『『
和
泉
式
部
日
記
／
和
泉
式
部
物
語
』
本
文
集
成
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）。 
（
2
）
岡
田
貴
憲
「『
扶
桑
拾
葉
集
』
所
収
『
和
泉
式
部
物
語
』
の
本
文―
主
要
伝
本
の
関
係
と
諸
本
混
成
の
実
態―
」（『
国
語
国
文
』
第
八
五
巻
二
号
、
二
〇
一
六
年
二
月
）。 
（
3
）
吉
田
幸
一
『
和
泉
式
部
研
究 
一
』（
古
典
文
庫
、
一
九
六
四
年
）。 
（
4
）
森
田
兼
吉
『
和
泉
式
部
日
記
論
攷
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
年
）。 
（
5
）
板
元
の
詳
細
と
そ
の
刊
行
物
は
、
井
上
和
雄
編
・
坂
本
宗
子
増
訂
『
増
訂 
慶
長
以
来
書
賈
集
覧
』（
高
尾
書
店
、
一
九
七
〇
年
）、
矢
島
玄
亮
『
徳
川
時
代
出
版
者
出
版
物
集
覧
（
〜
続
編
）』（
萬
葉
堂
書
店
、
一
九
七
六
年
）、
井
上
隆
明
『
近
世
書
林
板
元
総
覧
（
日
本
書
誌
学
大
系
14
）』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
一
年
）、
朝
倉
治
彦
・
大
和
博
幸
編
『
享
保
以
後 
江
戸
出
版
目
録 
新
訂
版
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
三
年
）
に
よ
る
。 
（
6
）
市
古
夏
生
『
元
禄
・
正
徳 
板
元
別
出
版
書
総
覧
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
） 
（
7
）
日
本
古
典
文
学
会
編
『
復
刻
日
本
古
典
文
学
館 
和
泉
式
部
日
記 
三
条
西
家
本
』（
日
本
古
典
文
学
刊
行
会
、
一
九
七
四
年
）
解
題
（
竹
鼻
績
執
筆
）、
藤
岡
忠
美
編
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伝
三
条
西
実
隆
筆 
和
泉
式
部
日
記
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
三
年
）
解
説
、
同
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 
和
泉
式
部
日
記
』（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）
解
説
な
ど
。 
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（
8
）
星
瑞
穂
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
①
」（『
北
の
丸―
国
立
公
文
書
館
報―
』
第
四
五
号
、
二
〇
一
三
年
一
月
）。 
（
9
）
若
山
善
三
郎
『
平
出
氏
蔵
書
目
録
』（
日
光
堂
書
店
、
一
九
三
九
年
）。 
（
10
）
岡
雅
彦
・
児
玉
史
子
・
戸
沢
幾
子
・
石
松
久
幸
編
『
加
州
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
所
蔵
江
戸
板
本
書
目
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
〇
年
）。 
（
11
）
伊
井
春
樹
「
バ
ー
ク
レ
ー
校
旧
三
井
文
庫
本
調
査
始
末
記
」（
長
谷
川
強
・
渡
辺
守
邦
・
伊
井
春
樹
・
日
野
龍
夫
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
旧
三
井
文
庫
写
本
目
録
稿
」
に
併
載
、『
調
査
研
究
報
告
』
第
五
号
、
一
九
八
四
年
三
月
）。 
（
12
）
松
本
智
子
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
松
屋
蔵
書
目
録
』
翻
刻
」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
五
七
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）。 
（
13
）
同
目
録
は
全
四
冊
（
上
〜
下
・
補
）
で
、
上
冊
見
返
し
に
「
本
目
録
ハ
大
正
七
年
末
マ
デ
ニ
蒐
輯
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
収
容
ス
」、
下
冊
最
終
丁
ウ
に
「
大
正
九
年
四
月
」
と
記
す
、
一
九
一
九
年
前
後
の
目
録
。
な
お
本
目
録
に
は
日
記
文
学
の
板
本
と
し
て
『
土
佐
日
記
』『
蜻
蛉
日
記
』『
更
級
日
記
』
も
載
せ
る
が
、
い
ず
れ
も
『
大
東
急
記
念
文
庫
書
目
』
に
は
載
ら
な
い
。
他
に
も
『
大
和
物
語
』『
う
つ
ほ
物
語
』『
落
窪
物
語
』『
源
氏
物
語
』『
狭
衣
物
語
』
な
ど
に
、
大
東
急
へ
の
譲
渡
前
に
移
出
し
た
と
思
わ
れ
る
板
本
が
散
見
す
る
。 
（
14
）
宮
田
和
一
郎
『
更
科
泉
式
部
紫
式
部
日
記
講
義
』（
日
本
文
学
社
、
一
九
三
五
年
）。 
（
15
）
小
室
由
三
・
田
中
栄
三
郎
『
和
泉
式
部
日
記
詳
解
』（
白
帝
社
、
一
九
三
七
年
）。 
（
16
）
反
町
茂
雄
『
日
本
の
古
典
籍 
そ
の
面
白
さ
そ
の
尊
さ
』（
八
木
書
店
、
一
九
八
四
年
）。 
（
17
）『
大
東
急
記
念
文
庫
書
目
』（
大
東
急
記
念
文
庫
、
一
九
五
五
〜
一
九
七
八
年
）。 
（
18
）
吉
田
幸
一
『
和
泉
式
部
全
集 
本
文
篇
』（
古
典
文
庫
、
一
九
五
九
年
）。 
（
19
）
廣
郡
亮
太
郎
「
和
泉
式
部
日
記
の
原
典
探
究
」（『
茨
城
大
学
文
理
学
部
紀
要 
人
文
科
学
』
第
一
号
、
一
九
五
一
年
三
月
）。 
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（
20
）『
実
践
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵 
黒
川
文
庫
目
録
【
新
版
】』（
実
践
女
子
大
学
図
書
館
・
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
）。 
（
21
）
福
田
秀
一
・
母
利
司
朗
「
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ
学
部
図
書
館
所
蔵
和
古
書
目
録
（
摘
録
）」（『
調
査
研
究
報
告
』
第
六
号
、
一
九
八
五
年
三
月
）。
本
目
録
は
、D.G
.C
hibett, B
.F
.H
ickm
an and S.M
atsudaira (1975) A
 D
escriptive C
atalogue of the 
pre-1868 Japanese B
ooks, M
anuscripts and Prints in the Library of the School of O
riental and A
frican Studies, L
ondon, 
O
xford U
niversity Press.
の
前
半
部
分
抄
訳
で
あ
る
。 
（
22
）
林
望
「
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ
校 
日
本
古
典
籍
善
本
解
題
並
に
目
録
」（『
東
横
国
文
学
』
第
一
八
号
、
一
九
八
六
年
三
月
）。 
（
23
）
佐
佐
木
信
綱
編
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』（
巖
松
堂
書
店
、
一
九
三
九
年
）。 
（
24
）
佐
藤
高
明
「
阿
讃
諸
文
庫
国
文
学
翻
刻
双
書
」（『
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校 
国
語
研
究
室
研
究
紀
要
』
第
一
集
、
一
九
六
五
年
一
〇
月
）。 
（
25
）
池
田
亀
鑑
『
宮
廷
女
流
日
記
文
学
』（
至
文
堂
、
一
九
二
七
年
）。 
（
26
）『
内
閣
文
庫
圖
書
目
録
』（
内
閣
記
録
局
、
一
八
九
〇
年
）。 
（
27
）
鈴
木
知
太
郎
校
訂
『
和
泉
式
部
日
記
』（
古
典
文
庫
、
一
九
四
八
年
）。 
 
付
記  
本
稿
は
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
・
若
手
研
究
（19K13082
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
貴
重
な
資
料
の
調
査
に
際
し
ご
高
配
を
賜
っ
た
各
所
蔵
者
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 
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Study in printed illustrated books of IzumiShikibu Story 
OKADA Takanori 
IzumiShikibu Diary was once known by the title IzumiShikibu Story, 
and an illustrated version was published in the Edo era under the same title.  
Although this version was influential in the early modern era, its 
characteristics and the status of its remnants remain somewhat unclear. 
Investigation has revealed that illustrated version can be categorized 
into three editions which were made using the same woodcut: the Kanbun, 
the Kyoho, and the jointly published edition.  Moreover, it is believed that 
the three volumes in the Kanbun edition were revised to be one in the 
middle of the Kyoho edition, and this format persisted through the 
publication of the jointly published edition. 
There are fifteen pages of illustrations in total; of these, six pages are 
thought to have been supplemented in the middle of the bookmaking 
process.  One of these has a duplicate page number, resulting in confusion 
in the order in several copies of the book.  The text belongs to 
Kyoroku-bon group under the Ouei-bon line, and while it cannot be 
considered a high-quality manuscript, it is still deemed to be an 
indispensable document in the restoration of Kyouroku-bon because 
passages reveal the correct text for other books of the same classification. 
 
 
